
アジアは、 今なお天然ガス市場が成長する数少ない地域の一つ

である。 化石燃料業界とその支持者らは、 アジアに天然ガスの

ターミナルやパイプライン、 発電所を整備する計画を推し進め

ており、その規模は今後 10 年間で 3,790 億米ドルに上る （図

1 参照）。 世界各地で開発段階にある液化天然ガス （LNG） 輸

入ターミナル全体のうち、 約 4 分の 3 がアジア向けに計画さ

れている 1。 こうした積極的な開発は、ある紛れもない事実を無

視している。

再生可能エネルギーは廉価で、 その価格は下がり続けている。

中国、 インド、 タイ、 ベトナムではすでに、 新設の発電所では

太陽光が最も安い新たなエネルギー源となっている。 再生可能

エネルギーは、 2030 年を待たずにアジア全体で最も廉価な電
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天然ガス投資で損をするアジア
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源となるだろう。 送配電網の整備や管理の高度化が進んでいる

上に電力貯蔵コストもますます低下していることから、 再生可

能エネルギーは手頃かつ安定した電力源としてクリーンエネル

ギー経済を支える柱となり得る。

エネルギー市場では技術革新や政策改革が加速して気候政策の

強化も進んでおり、 この状況で天然ガスのインフラを新たに確

保しようとする動きは、 クリーンエネルギーの導入を阻害してし

まいかねない。 また、 支払いが困難になるほど高額な長期契

約に各国政府や電力消費者を縛り付ける恐れがある。

天然ガス・LNGインフラ開発への国別投資額 
アジア上位10カ国

国名 計画中のインフラ費用 

（10億米ドル）

中国 130.5
ベトナム 58.6
インドネシア 31.8
インド 29.5
タイ 19.9
バングラデシュ 16.5
韓国 16.1
フィリピン 14
日本 13
ミャンマー 12.3
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図１：アジアで計画段階にある天然ガス・LNGインフラ
（10億米ドル）
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各国政府や関連機関

が化石燃料の利用削

減に向けて動き、 そ

れに伴う気候政策の

変更でクリーンエネル

ギーの急速な拡大に

拍車がかかる中で、

今後数十年にわたっ

て天然ガスの供給を

確保しようとする動

きは極めて危険であ

る。

天然ガスのインフラ

開発事業は高コスト

で、 何十億ドルとか

かることも珍しくな

い。 インフラ整備に

必要な資金を調達す

るため、 事業主は設

備容量の大部分につ

いて長期契約を結ば

なければならない。

LNG の輸出事業の

場合、 こうした契約

により通常 20 年以

上にわたり毎年一定

量の LNG を購入す

ることが企業に求め

られる。 契約の多く

は 「 テ イ ク オ ア ペ イ

（take or pay）」 形式であるため、 天然ガスを実際に使用し

たかどうかにかかわらず買い手はその分の代金を支払う義務を

負うことになる。

LNG の契約は供給側の天然ガス価格と連動させることが多い

ため、 顧客は世界全体の需給関係の影響を受ける。 先頃の天

然ガス価格の急騰は、 LNG 取引特有のボラティリティ （価格

の変動性） を露呈するともに、 長期的なエネルギー源として天

然ガスに注力することのリスクを浮き彫りにした 2。

契約費用は通常、 容量支払や電力購入契約 （PPA）、 規制当

局との交渉によるその他の契約を通じて電力会社から電力需

要家に転嫁される 3。企業はこうした長期的な支払契約に依存し

て、 大規模な資本集約型事業のための市場を保障しているの

である。

バングラデシュやパキスタン、 インドネシアといった国々は、 新

型コロナウイルス感染症による危機以前から、 電力セクターの

過剰容量という問題を抱えている。 石炭や天然ガスの発電所の

設備利用率は 50％を下回り、 40％に届かないこともある 4。

経済成長が進んで電力需要が高まるという期待が行き過ぎた

結果による部分が大きい。

発電所が十分に利用されなければ、 多くの場合、 消費者や納

税者は発電所にかかるコストを背負わされたまま身動きが取れ

なくなる。 容量支払契約を通じて、 発電事業者は供給量だけで

なく設備容量に対しても対価を受け取る。2021年3月、ジャー

ナリストのクラム ・ フセイン氏は、 パキスタンが抱える過剰容量

の問題について次のように書いている。

長期契約は危険な賭け 

図2：開発事業者に利益をもたらし、消費者に高い電気代を負わせるLNGの20年契約

イラスト：ハリス・イヒワン



「余剰電力に対する容量支払の増加が予測される中、 この先数

年で補助金の請求額はさらに急増するだろう。 政府はいずれ賄

いきれなくなり、 電気料金をさらに引き上げざるを得ない局面

に追い込まれる。 結果的に消費者への負担が増して、 インフレ

が起き、 パキスタンの輸出電力には世界市場としては桁外れな

高値がつくことになるだろう 5」

天然ガスの供給と天然ガス火力発電容量を確保する動きは、

条件が揃った最良のタイミングでさえ危険を伴う。 だが現状は、

気候危機の加速に伴って政策が進化し技術開発が進んでいる。

そのため、 今日締結する契約の期間内に天然ガスの発電所や

LNG ターミナルが座礁資産と化すリスクはこれまで以上に高

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しかし日本の LNG 需要は、 電力需要

の低下や原子力発電所の稼働再開、

再生可能エネルギーの発電容量の増加

が相まって減少し始めている。 多くの

電力会社は今や、 需要のない LNG 供

給を抱えて身動きが取れなくなってい

る。 2019 年には、 約 450 万トンの

LNG が日本の電力会社により転売さ

れた。 ブルームバーグ ・ ニュー ・ エナ

ジー・ファイナンス （BNEF） によると、

余剰契約供給量は 2025 年までに 4

倍になると推定されている。

日本企業は、 東南アジアで LNG 輸入

能力の拡大と天然ガス発電所の建設

への投資を進めているが、 こうした

契約供給の余剰分を押しつけること

も目的の一つなのである。 日本政府

は、 アジアの LNG 市場拡大のために

200 億米ドルの支援を約束し、 この

ような日本企業を後押ししている。 エ

ネルギー移行を進める各国の支援を

装ってはいるが、 LNG 拡大に向けた

日本の動きは、 企業の利益に突き動

かされている部分が大きい。

この事例は、 「テイクオアペイ」 の長期

契約を結ぼうとしている企業への警告

となる。 気候変動が加速し、 その対応

として様々なクリーンエネルギー技術

が台頭する中、 電力セクターでは今後

数十年、 これまでの 10 年よりもはる

かに大きなイノベーションや破壊的変

化、 ボラティリティが生じることが見

込まれる 6。この先の 10 年で長期契約

に縛られるような事業は明らかに危険

である。

LNGに突き進んだ結果、 
暗礁に乗り上げた 
日本企業

2011 年の福島原子力発電所の事故の後、 全国に広がった原子炉の稼働停止の穴を埋めるべく、 日本の電力会社は石炭

に目を向けると同時に LNG の長期契約を次々に結んだ。 その結果 LNG の契約供給量は、 2010 年の年間 340 万トン

から 2012 年には 1,810 万トンに跳ね上がり、 その後の数年間にもさらに契約が相次いだ。 JERA や関西電力などの

企業が締結したこうした契約は、 2030 年代初頭以降まで継続するものが大半である。   

出典：BNEF『Japanese Electric Utilities’ LNG Procurement Strategies: Tackling the Oversupply 
（日本の電力会社によるLNG調達戦略：過剰供給に取り組む）』（2021年4月）
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ユーティリティ規模の風力 ・ 太陽光発電にかかるコストは、 過

去10年で劇的に低下した（図3参照）。新設の発電所では、ユー

ティリティ規模の太陽光や陸上風力は世界人口の 3 分の 2 超、

世界全体の発電量の 91％を占める国々で最も廉価な電力供給

源となっている 7。

現時点でデータを入手できるすべてのアジアの国において、 天

然ガスを使用した新設のコンバインドサイクル ・ ガスタービン

（CCGT） 発電所よりもユーティリティ規模の新設の太陽光 ・

風力発電所の電力の方が今後5年以内に安くなる（図4参照）。  

•	 中国、 インド、 タイ、 ベトナムでは、 太陽光がすでに最も

廉価な電力源となっている。

•	 フィリピン、 マレーシア、 インドネシアでは、 2022 年ま

でに新設の天然ガス発電所よりも新設の太陽光発電所の

方が安く発電できるようになる。

•	 日本では、 2024 年までに風力、 2026 年までに太陽

光が天然ガスの発電コストを下回るようになる。

•	 韓国では、 2025 年には風力と太陽光の両方が天然ガ

スより安くなる。

つまり、 アジアの電力需要の大半を占めるこれらの国々すべて

で、 2025 年までに新設の天然ガス発電所よりも新設の再生

可能エネルギー発電所の方が安く発電できるようになる。 残す

ところ 3 年と少しだ。

さらに、 天然ガスや石炭といった化石燃料を使用する既存の発

電所と比べると、 そのランニングコストだけを見ても、 近いう

ちに風力 ・ 太陽光発電所の方が安く発電できるようになる 9。

つまり、 運用や維持管理にかかる費用のみを負担する負債のな

い化石燃料の発電所よりも、 建設にかかった資金の返済が続く

風力 ・ 太陽光発電所の方がじきに安く発電できるようになると

いうことだ。

実際に、 LNG の標準的な 20 年契約を今日締結したとしても、

石炭が非常に安価な国も含むすべての国で、 契約満了を迎え

る前に新設の太陽光発電所の電力が最も安くなる 8。中国とイン

ドでは、 これがすでに現実となっている。

このデータから明らかなように、 発電目的で天然ガスを輸入 ・

供給するためのインフラ整備に何千億ドルもつぎ込むことは、

アジアの電力需要家にとって極めて危険である。 多くの国です

でに再生可能エネルギーの方が安く発電できるようになってい

る。  

その上再生可能エネルギーは、 今日締結される LNG の 20 年

契約が満了を迎えるずっと前に、 同等かより低いコストで、 天

然ガスと石炭を合わせた既存の発電容量を賄えるようになる。

今回は分析対象になっていないが、 天然ガスの拡大を計画中

のバングラデシュやパキスタンなどの国でもよく似た状況にな

る可能性が高い 9 10。

風力や太陽光の出力変動は、 実用面でも財務面でも、 石炭や

天然ガスをクリーンエネルギーに置き換える上で障壁にはなら

ない。 電力貯蔵や送配電網の管理に追加投資を行うことで、

電力系統が強化され、 天然ガスより低コストで安定的にクリー

ンエネルギーを供給できるようになる。 多くの国では、 今のう

ちから風力や太陽光に投資しておき、 2020 年代後半に見込

まれる電力貯蔵など補完技術のコスト低下に乗じることもでき

る 11。

天然ガスよりも廉価な再エネ､なお続くコスト低下
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電力貯蔵や高度な送配電網管理システムと組み合わさった再生

可能エネルギーは、 エネルギーセクターの希望の星である。 気

候変動の影響が強まるにつれて、 各国の政府や企業はますます

再生可能エネルギーに力を入れるようになっている。 市場のス

ケールメリットの増大により、 価格は下がり効率は上がってい

る。 一方、 天然ガスの技術は停滞しており、 コストは上昇して

いくとの見方が一般的だ。

業界の支持者は、 天然ガスは再生可能エネルギーの仲間だと主

張するが、 再生可能エネルギーの運用は天然ガスとは全く相容

れないものである。 電力供給網に占める再生可能エネルギーの

比率が増すほど、 大規模な天然ガス発電所に電力供給を求め

ることは少なくなる。 つまり多くの天然ガス発電所で、 採算の

取れない水準まで設備利用率が下がる可能性が高い。 LNG の

長期輸入契約に縛られている発電所でこれが現実となれば、 電

力需要家と各国の政府は、 決して利用することのない発電設備

容量に対する支払いを抱え込むことになる。

風力・太陽光が天然ガス発電所の稼働に
影響を及ぼす仕組み 
 

アジアで現在計画中の天然ガス発電所の圧倒的大半は、 コンバ

インドサイクル ・ ガスタービン （CCGT） 発電所である。 東南

アジアの中でも現在計画中の天然ガス発電所が集中するタイ、

ベトナム、 インドネシアでは、 計画段階にある発電設備容量の

95％を CCGT が占めている 12。 CCGT は通常、 大規模集中

型の発電に用いられ、 設備容量は基本的に 1 ギガワットを超え

る。 これらの天然ガス発電所を運営する事業者にとっては、 設

備利用率を常に 60％以上にしておくことが最適とされる 13。そ

うしなければ発電量あたりのコストが高くつき、 発電量あたり

の維持管理コストも汚染も増大する 14。

そうなってしまう大きな要因が、 アイドル状態からタービンを

駆動させるまでに要するコストと時間だ。 電力網では、 燃料費

のかからない再生可能エネルギーがますます優先されるように

なっており、 CCGT 発電所は都度停止と起動を行うか、 ター

ビンを回転させたまま待機状態にせざるを得ない。 CCGT 発

中国

インドネシア

日本

韓国

フィリピン

タイ

ベトナム

インド

2022 20422027年、すべての国で天然ガスよりも風力・太陽光の方が廉価に

風力・太陽光より天然ガスの方が廉価 天然ガスより太陽光の方が廉価天然ガスより風力の方が廉価 天然ガスより風力・太陽光ともに廉価

天然ガスの20年契約

再エネによって座礁資産化のリスクが高まる天然ガス・LNG

図4：標準的なLNG契約が満了を迎えるずっと前に、 
       天然ガスよりも再生可能エネルギーの方が廉価になる
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電所にとって、この運用方法はコスト効率も悪ければエネルギー

効率も悪い。

電力系統運用者が契約を履行するために再生可能エネルギーよ

りも CCGT 発電所の利用を優先させれば、 より高額な上に多

くの汚染をまき散らすエネルギーが利用されることになる。 こ

のようにして、 契約によって固定された天然ガス発電容量は再

生可能エネルギーを補完するどころかむしろ妨げとなるもので

ある。

国のエネルギーシステムに占める再生可能エネルギーの割合が

大きくなるほど、 天然ガス発電所の設備利用率はますます低下

する。 風力 ・ 太陽光発電所の場合、 完工し電力網に接続され

てしまえば、 運用や維持管理にかかるコストは低く抑えられる

上、 燃料費はかからない。 再生可能エネルギーには実質資金

がかからないため、 電力系統で優先されるようになる。 高額な

輸入 LNG に縛られる CCGT 発電所が利用されることは少な

くなり、 設備利用率はやがて採算の取れない水準にまで落ち込

むだろう。

しかし、 電力需要家が契約に従ってこうした天然ガス発電所に

肩入れする場合、 発電事業者は気候目標を犠牲にして常時運

転するか、 アイドル状態を維持するための対価を受け取るかの

いずれかをすることになる。 どちらにしても、 損をするのは電

力需要家だ。

結論
 

天然ガスや LNG のインフラの大規模な開発により、 アジアは、

汚染をまき散らす高額なエネルギー源から離れられなくなる恐

れがある。 こうした開発に必要な巨額の資金は長期契約に依存

しており、 その契約のもとでは、 各国の政府や国民は天然ガス

を使用してもしなくても料金の支払い義務に縛られる。

タイミングとしても最悪だ。 多くの国で、 再生可能エネルギー

はすでに化石燃料より安くなっており、 今後もコストは下がる

一方である。すでに過剰な発電設備容量を抱えている国も多く、

これ以上増やす必要はない。 今こそ天然ガスから手を引き、 ク

リーンで手頃な価格の再生可能エネルギーに力を注ぐべきであ

る。
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